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Abstract
The development of logical thinking ability can be seen with the development of cooperativity (cooperative 
ability) in early childhood. These abilities develop mutually associated together while children are playing. 
This paper examines the relation between the development of logical thinking and that of cooperation by ana-
lyzing the episode records of 5-year-olds. With appearance of cooperative viewpoints, thinking about rules of 
play developed into logical thinking, in which children express their own hypotheses and ideas, and see oth-
ers’viewpoints. This development of logical thinking ability promotes the development of metacognition in-
cluding reflection, and it also becomes the foundation of learning in elementary school.















































立大学附属幼稚園 45 園の 2012 年度紀要に掲載された事例から，幼児の生活や遊びの中で論理的な思考






































認知 (proto-metacognition)（Larkin,2010）7）と捉え，その諸相を，メタ記憶 (metamemory)，メタ認識 (meta-



























































































方法は，以下のとおりである．2012 年度，阪神間の K 市の公立幼稚園において，各クラスの担任の
先生に 3 名の園児を対象として，縦断的に協同性に関するエピソードを記述していただいた．今回，分
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－ 36 －
・エピソード例 1　　　2 学期　第 14 期　　事例 162
予定よりスムーズに朝の挨拶やお休み調べが終わったので，次の活動まで時間ができた．そこで，何
をして遊びたいか，子どもたちで決めるよう促した．a 児が「スキップジャンケンしたい」と言った．す
ると J 児が「それこの前やったから，前決めた時，2 番目に多かったジャンケン列車がいい」と言った．
B 児が「いやや，フルーツバスケットがいい」と言った．J 児が「じゃあ，多数決で決めよう，ジャンケ
ン列車がいい人 !」と言うと，子どもたちが「はーい」と手を挙げた． C 児が人数を数えて「7 人や」と言っ






・エピソード例 2　　　3 学期　第 15 期　　事例 252
ドッジボールをし，O 児は内野にいた．ボールが O 児のチームの外野に行き，a 児と b 児でボールの
取り合いになった．その様子を内野から見ていた O 児は「今のは a ちゃんやで !」と言った．すると相手
チームの内野にいた d 児が「ちゃうで，今のは b 君やで」と言った．O 児は「ちゃうで ! O みてたもん．手，
a ちゃんの方が 中やもん」と言い，d 児は再び「ちゃうで !」と言った．a 児と b 児は 2 人ともボールから
手を離さずに，O 児と d 児が話している様子を見ていた．教師が「今のどっちやろな ?」と言うと，e 児
が「O ちゃんは a ちゃんやって言ってて，d 君は b 君やって言っているねん．僕はどっちかわからへん
ねんけど」と話した．教師が「そうか，どうする ?」と問い掛けると，O児は「早くしないと時間無くなるで !」
と言った．すると e 児は「a ちゃんと b 君ジャンケン !」と言った．O 児も「ジャンケンして !」と言った．






































































































































（1）規則性 3 1 10 4 11 5 1 3
（2）比較・分類 3 2 2 1
（3）全体部分 1 2 1
（4）因果関係 2 4 1 7 2
（5）アイデア・仮説 1 4 1 14 1 15 1
（6）他者視点 2 5 4 3 11 3





いての基本的な 理念や方針の設定 ，③教育活動の目標や内容・ 方法の具体化， ④日々の教育・経営活
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